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購買業務の生産性を高める

2

Solution tools

購買の能力を高めるには 知識を広げ・深める！
QCDSeEM

知識があっても 出来るとは限らない

知っているをできる にする3条件

①どのような 手順
②どのような 見える化ドキュメント
③どのような 情報やアイデア

手順を示す
見える化フォーマット
アイデアのデフォルト

人類の進化は道具の進化！



フォーマット・シート（ﾂｰﾙ）の狙い
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連携・協創シート

評価フォーマット

購買は 情報を利益に変える のが使命！そのために

購買は 知恵の融合反応の触媒 となることが必要
フォーマット活用で、連携・協創・共有 必ずできます！

ソリューショ
ン・ツール

簡単で便利にすぐ使える。
喜んで協力してもらえる。
セルフ・マネジメントも期待

連携が確実に始まる。
喜んで協力してもらえる。

①

②

コストテーブル
実績ベースの回帰分析
原価積上でコストを動かす

③



① 評価フォーマット 便利で簡単に使える
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購買部門評価

サプライヤ評価評価
フォーマット

カスタマイズ サプライヤ工場品質審査

購買エンジニア評価

技談スキル評価

見積取得スキル評価
開発購買力評価

貿易商社の評価

PDCA （チェック・評価）で 管理力が向上
評価の視点（軸）と項目（KPI）を設定済み、変更も容易
評価をするが、被評価者のセルフ・マネジメントにも期待

＊いずれも すぐ使える専用フォーマットで初期設定済です
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① 評価ｼｰﾄのフォーマットで 連携・対話できる .
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フォーマットを
事前に提示

自己評価

評価

分析・対話・連携

被評価者
評価者

こうあってほしい

目標のレベルに
相手が進化する
自己管理も期待

要望を理解して
セルフ・マネジメント

能力向上して
生き残れる



① 何を評価すべきか？ 評価軸と項目が初期設定済

FEB23,2003 J
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評価軸ごとに項目を選ぶ

項目 B

項目 A
評価軸 1

項目 D

項目 C

目的を実現するための
多面的な視点・評価軸

目的 ←→ 手段
KGI                 KPI

最終目的 評価軸 2

評価軸 3
目的 ←→ 手段
KGI                KPI

項目を網羅すれば
良いとは限らない
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① 評価シート の構造 例 .
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会社名・ID

判定基準（1~5）

評価項目

評価軸

合計点

配点
（項目の重み）

見える化
（強み弱み） 評価・決済

評価点

＊項目の追加・削除や判定基準の文字変更は簡単です



① どうありたいか?  評価・判定基準
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5 4 3 2 1

特別に良い 大変良い 良い 少し問題ある 問題多い

excellent very well good not so good poor

very much much many some a little

☆ ◎ ○ △ ×

normally usually about anytime sometimes often

日常的に実行 良く実行している大筋実行 部分的に実行 ほとんど実行せず

進歩改善可能 良く実行している実行している 概要を知っている 知らない事が多い

規程改善・改良 職務にﾋﾞﾙﾄｲﾝ 実行している 規程はあるが、、、規程なし

進歩向上 方針対応 計画推進 推進不足 計画無し

改善指摘も可能 熟知　80% 良く理解 65% 50%程度理解 部分的理解

熟知している 良く知っている 大筋理解 部分的に理解 知らない

一般的項目

推進項目

実行頻度

内容理解

評価の判定基準を
事前に明確化

こうありたい（目標）を示し
その達成状態を測定して
この程度なら良い（容認）とする

＊評価して討議・対策しやすい ５段階評価 です。


selfmgt

								購買関係 Self Management　評価基準 コウバイカンケイヒョウカキジュン																		D

																						管理の基本 カンリキホン				　　遂行時間 スイコウジカン						E

				できない理由、、、、、、 リユウ

						『知らない』　『知っているがやらない』　『やったが　うまくできない』 シシ

				知らない　できない　やる気が無い　それともやったがだめだった

				努力は有限、　智恵無限、　Solution　は　必ずある ドリョクユウゲンチエムゲンカナラ

		1		ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ														4		ﾋﾞｼﾞﾈｽ一般 イッパン

				11		利益の創造 リエキソウゾウ														41		管理の基本 カンリキホン

				12		ｺｽﾄﾀﾞｳﾝｱﾌﾟﾛｰﾁ														42		業務の効率化 ギョウムコウリツカ

				13		開発購買７つ道具活用 カイハツコウバイドウグカツヨウ														43		meetingの進め方 ススカタ

				14		購買折衝技術評価 コウバイセッショウギジュツヒョウカ														44		議事録作成 ギジロクサクセイ

		　		15		大幅CDｐｒｊ　評価 オオハバヒョウカ														45		ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

				16		見積りのしかた ミツモリ														46		ものごとの取組み評価 トリクヒョウカ

				17		競合状態創造継続の評価 キョウゴウジョウタイソウゾウケイゾクヒョウカ														47		ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ

				18		ｺｽﾄﾃｰﾌﾞﾙ活用 カツヨウ

				19		ｺｽﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

		2		資材調達関連 シザイチョウタツカンレン														5		情報関連 ジョウホウカンレン

				21		開発購買　資材ﾏﾝ評価 カイハツコウバイシザイヒョウカ														51		ﾃﾞｰﾀのまとめ方 カタ

				22		資材総合力評価 シザイソウゴウリョクヒョウカ														52		ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの標準化 ヒョウジュンカ

				23		取引先評価 トリヒキサキヒョウカ														53		資料のまとめ方 シリョウカタ

				24		ｻﾌﾟﾗｲﾔﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ														54		ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ評価 ヒョウカ

				25		国際調達 コクサイチョウタツ														55		e-commerce

				26		納期管理 ノウキカンリ														56

		3		品質管理 ヒンシツカンリ														6		その他 タ

				31		検査員の能力評価 ケンサインノウリョクヒョウカ														61		原価企画 ゲンカキカク

				32		検査管理者の能力評価 ケンサカンリシャノウリョクヒョウカ														62		ｺｽﾄﾍﾞﾝﾁﾏｰｷﾝｸﾞ

				33		QC７つ道具の活用 ドウグカツヨウ														63		商社の機能 ショウシャキノウ

				34		工場品質審査基準 コウジョウヒンシツシンサキジュン														64		商社業務員の能力評価 ショウシャギョウムインノウリョクヒョウカ
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評価の標準化

												評価方法・手順の標準化 ヒョウカホウホウテジュンヒョウジュンカ																C

																												Plan;		計画・目標設定

				PDCA管理を徹底するためには　正確な評価と確実なAction 　　が必須です。 カンリテッテイセイカクヒョウカカクジツヒッス																								How What;		計画達成の方法

				この評価基準は　フェアな評価と正確な評価判断　を行うための　Tool です。 ヒョウカキジュンヒョウカセイカクヒョウカハンダンオコナ																								Research;		調査、教育、訓練,,

																												Do  ;		実施

																												Check;		結果の評価・判断 ヒョウカハンダン

																												Action;		対策、処置

		1		評価の視点(観点)項目数 ヒョウカシテンカンテンコウモクスウ														5		特徴の　ｸﾞﾗﾌ表示の標準化 トクチョウヒョウジヒョウジュンカ

				a)		5つ以上の視点とする。少なすぎては多角的な評価不十分 イジョウシテンスクタカクテキヒョウカフジュウブン														a)		各項目ごとに　レーダーチャートで　表示する。 カクコウモクヒョウジ

				b)		８項目以下の視点項目とする。多すぎては　要領得ない コウモクイカシテンコウモクオオヨウリョウエ														b)		強み、弱みの　相互認識 ツヨヨワソウゴニンシキ

				c)		各項目ごとに　補足的なサブタイトル、コメント表記 カクコウモクホソクテキヒョウキ														c)		複数の評価を　sheetにて行い、必要により一覧表も作成する。 フクスウヒョウカオコナヒツヨウイチランヒョウサクセイ

				ｄ）		各項目ごとに　２～５項目の　詳細項目を設ける カクコウモクコウモクショウサイコウモクモウ

		　

		2		評価視点項目の標準化 ヒョウカシテンコウモクヒョウジュンカ														6		ｺﾒﾝﾄ欄 ラン

				a)		目的の明確化・認識 モクテキメイカクカニンシキ														a)		自己評価ｺﾒﾝﾄ欄に　改善向上策を記入 ジコヒョウカランカイゼンコウジョウサクキニュウ

				b)		プロセスの実務能力 ジツムノウリョク														b)		討議結果として　関係者、上司が　改善案などを記入 トウギケッカカンケイシャジョウシカイゼンアンキニュウ

				c)		顧客の満足 コキャクマンゾク														c)		署名 ショメイ

				ｄ）		情報の共有化 ジョウホウキョウユウカ

				e)		国際感覚 コクサイカンカク

				f)		専門知識 センモンチシキ												7		評価手順の標準化 ヒョウカテジュンヒョウジュンカ

				g)		能率、効率向上 ノウリツコウリツコウジョウ														a)		最初に　自己評価を　行う サイショジコヒョウカオコナ

				h)		ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ能力、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ ノウリョク														b)		次に　関係者、上司などが評価する。 ツギカンケイシャジョウシヒョウカ

																				c)		特徴について相互に認識し改善向上策を話し合う。 トクチョウニンシキカイゼンコウジョウサクハナア

		3		評価点数の標準化 ヒョウカテンスウヒョウジュンカ																d)		社内ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄなどで　情報共有化する。 シャナイジョウホウキョウユウカ

				a)		5段階評価とする。　1～５　とする。 ダンカイヒョウカ														e)		取引先評価基準などは　公開する事が望ましい。 トリヒキサキヒョウカキジュンコウカイコトノゾ

				b)		それぞれの評価段階判定の基準説明を表記する。 ヒョウカダンカイハンテイキジュンセツメイヒョウキ

				c)		各詳細項目の平均値を　項目評価点数とする。 カクショウサイコウモクヘイキンチコウモクヒョウカテンスウ

				ｄ）		合計１００点を　各項目ごとに　重み着けして配点する。　 カクコウモクオモツハイテン												8		ﾌｫｰﾏｯﾄの標準化 ヒョウジュンカ

				e)		全体の評価点数は　各項目ごとの配点で補正する。 ゼンタイヒョウカテンスウカクコウモクハイテンホセイ														a)		評価表は　A4　１ページ　を基本とする。 ヒョウカヒョウキホン

																				b)		excel による。　

		4		評価総合点数 ヒョウカソウゴウテンスウ																c)		複数の評価を行う場合は、sheet毎に行い　excel book で纏める。 バアイゴトオコナマト

				a)		評価総合点数により　部門能力や個人ｽｷﾙのﾚﾍﾞﾙを判断する。 ヒョウカソウゴウテンスウブモンノウリョクコジンハンダン

				b)		対象によっては　点数による個人給与評価や　部門評価も行うことができる。 タイショウテンスウコジンキュウヨヒョウカブモンヒョウカオコナ
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評価判定基準

				　　　　　　　評価判定基準　　　　(1～５の５段階評価の判断) ヒョウカハンテイキジュンダンカイヒョウカハンダン								3/7/22

														V1.0　b

												管理の基本 カンリキホン

						『知っている』　と　『実行している』　は大違い ！ ジッコウオオチガ

						5		4		3		2		1

		１		一般的項目 イッパンテキコウモク		特別に良い トクベツヨ		大変良い タイヘンヨ		良い ヨ		少し問題ある スコモンダイ		問題多い モンダイオオ

		２				excellent		very well		good		not so good		poor

						very much		much		many		some		a little

		３				☆		◎		○		△		×

		４		実行頻度 ジッコウヒンド		normally		usually		about anytime		sometimes		often

		５				日常的に実行 ニチジョウテキジッコウ		良く実行している ヨジッコウ		大筋実行 オオスジジッコウ		部分的に実行 ブブンテキジッコウ		ほとんど実行せず ジッコウ

		６		推進項目 スイシンコウモク		進歩改善可能 シンポカイゼンカノウ		良く実行している ヨジッコウ		実行している ジッコウ		概要を知っている ガイヨウシ		知らない事が多い シコトオオ

		７				規程改善・改良 キテイカイゼンカイリョウ		職務にﾋﾞﾙﾄｲﾝ ショクム		実行している ジッコウ		規程はあるが、、、 キテイ		規程なし キテイ

		８				進歩向上 シンポコウジョウ		方針対応 ホウシンタイオウ		計画推進 ケイカクスイシン		推進不足 スイシンフソク		計画無し ケイカクナ

		９		内容理解 ナイヨウリカイ		改善指摘も可能 カイゼンシテキカノウ		熟知　80% ジュクチ		良く理解 65% ヨリカイ		50%程度理解 テイドリカイ		部分的理解 ブブンテキリカイ

		１０				熟知している ジュクチ		良く知っている ヨシ		大筋理解 オオスジリカイ		部分的に理解 ブブンテキリカイ		知らない シ

		１２		品質管理 ヒンシツカンリ		改善・革新 カイゼンカクシン		良く実行している ヨジッコウ		実行している ジッコウ		QC7つ道具理解 ドウグリカイ		管理を知らない カンリシ

		１３				QC工程図書ける コウテイズカ		検査治工具考案 ケンサオサコウグコウアン		検査ﾚﾎﾟｰﾄ作成 ケンササクセイ		精密測定可能 セイミツソクテイカノウ		一般検査測定可 イッパンケンサソクテイカ

		１４		ものずくり		問題・改善指摘可 モンダイカイゼンシテキカ		材料・金型機械熟知 ザイリョウカナガタキカイジュクチ		製造工順熟知 セイゾウコウジュンジュクチ		製造工順理解		材料・性状は理解

		１５

		１６		ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ		課題取組ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ カダイトリク		部門の総合力発揮 ブモンソウゴウリョクハッキ		部門目標達成計画 ブモンモクヒョウタッセイケイカク		部門目標調整設定 ブモンモクヒョウチョウセイセッテイ		ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ不十分 フジュウブン

		１７		中国語的判断 チュウゴクゴテキハンダン		改善可能 カイゼンカノウ		充分理解 ジュウブンリカイ		能理解 ノウリカイ		大体理解 ダイタイリカイ		部分的理解 ブブンテキリカイ

		１８				優秀 ユウシュウ		良 ヨ		可 カ		小有可 ショウユウカ		不可 フカ

		１９				非常好 ヒジョウス		良好 リョウコウ		好 ス		部分好 ブブンス		不好 フス

		２０

		２１

		２２
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調達先評価  (白紙)

																　　　　　　調達先評価 基準　　評価演習用 チョウタツサキヒョウカエンシュウヨウ								3/7/22		Ｖ１.2a						B

												評価

										M,経営		2				会社名				会社概要						承認 ショウニン				作成

										Q,品質		2

										C,価格		2

										D,納期		2						統一企業ｺｰﾄﾞ				材質類別ｺｰﾄﾞ ルイベツ

										e-business		2										評価事業部、工場 ジギョウブ

										E:環境経営 カンキョウケイエイ		2				40		評価合計点数																取引先と 当社が 一緒に話し合いながら認識・納得して評価する。 トウシャ

										S,ｻｰﾋﾞｽ		2						ISO9000　認証																数値で評価する項目は実績dataを提示して 行う。各項目毎に評価し  M,Q,C,D,S,E,E毎に判断して総合評価する。

																		ISO14000認証																評価２，１がある場合は　改善要請する。　　　　この評価は取引先に対して 1回/年 実施する。

																5 段階評価の判断基準														項目		合計		特

				no.						評価項目						5		4		3		2				1				評価		点数		徴		配点

				M		Management 　　(経営,将来性）																										6.0		2		15

						1		Management policyが 明確か?								policyを 明示、徹底		policyを明示、		policyを 提示		policyはあるが,,,,				policy不明確				2

						2		経営者、事業責任者は 意欲的か?								かなり意欲的		意欲的		積極的		行動的ではあるが,,,				消極的				2

				*1		3		財務内容は健全か?(金融債務・自己資本)								良い状態にある		健全である		利益は出ている		欠損				累損あり				2						0.60

						4		当社へのﾋﾞｼﾞﾈｽ姿勢								非常に積極的		積極的である		協力的である		やや協力的				問題もある				2

						5		後継者,人材育成がされているか？								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				2

																														3

				Q		Quality assurance　　(品質）								（Ｑ１項は　下記の3つの中から　１項目のみ選択評価）																		6.0		2		15

						1		ISO9000 認証されているか?								ISO9000 認証済		approach中		1年以内に計画あり		認証の計画あり				認証の計画無し				2

				*2				又は　”工場品質審査”に合格しているか?								"優良"で合格		"良" で合格		"要改善"で 合格		"不合格"				"不可"				－

								又は　　工程管理項目と実施ﾚﾍﾞﾙ								適切,周知徹底		適切,おおむね良好		一部不備,必要最小限		一部不備,不足				不備多い,無管理状態				－

						2		納入品の 品質実績は 良いか?								不良率 0.01%未満		不良率 0.03%未満		不良率 0.05%未満		不良率 0.1%未満				不良率 0.1%以上				2						1.00

						3		不良対策の対応は良いか？								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				2

																														5

				C		Cost  reduction ability　　(価格)																										12.0		2		30

						1		ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ協力実績								５％以上		３～４．９９％		２～２．９９％		１～１．９９％				０．９９％以下				2

						2		Cost競争力が 優位か?								Cost競争力優位		Cost競争力あり		Cost 改善取組可		CD取組消極的				Cost高く改善困難				2

						3		生産効率,品質向上の投資しているか?								業界先端の投資		改良出来ている		投資はしている		再投資困難				設備老朽化				2						1.50

						4		特徴ある技術を有しているか?								開発時点から 協調		VE提案できる		自主改善能力ある		改善打合わせ可能				図面指示で 製作				2

				D		Delivery service (Logistics)　　　(納期)																										8.0		2		20

						1		JIT納入対応可能か?								JIT納入対応		一部分 JIT可能		JIT 納入計画中		JIT対応困難				出荷system無し				2

						2		契約納期は 守られているか?								納期達成率99%以上		納期達成率98%以上		納期達成率96%以上		納期達成率90%以上				納期達成率90%未満				2

						3		生産管理のﾚﾍﾞﾙが適切か？								非常に良く管理している		管理の仕組みがある		管理されているが,,,		ｷｰﾏﾝ頼りの管理				現場を探すﾚﾍﾞﾙ				2						1.00

						4		生産計画変動への対応・協力								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				2

				e		e-business  activity　(電子商取引） デンシショウトリヒキ																										2.0		2		5

						1		e-business 積極的に取り組んでいる								積極的に取組展開		EDI 各社と 取組中		EDI 一部 対応可能		EDI 計画有り				EDI 計画なし				2

						2		CAD情報の 交信が可能か?								3D-CAD 交信可能		CAD交信可能		制約内で 交信可能		計画あり				計画なし				2						0.5

				E		Environment　(環境経営) カンキョウケイエイ																										2.0		2		5

				＊3		1		ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに準拠しているか？								認証済,積極的に取組中		ISO14000認証済		認証に準じた取組中		計画は あるが,,,				計画なし				2

						2		有害物質管理しているか ユウガイブッシツカンリ								正確に管理徹底している セイカクカンリテッテイ		よく管理している カンリ		管理している カンリ		部分的に対応 ブブンテキタイオウ				殆ど管理していない ホトンカンリ				2

						3		産業廃棄物管理しているか								ｾﾞﾛ・ｴﾐｯｼｮﾝ対応 タイオウ		よく管理している カンリ		取組んでいる トリク		部分的に対応している ブブンテキタイオウ				殆ど管理していない ホトンカンリ				2						0.33

				Ｓ		Technology Service and Solution (ｻｰﾋﾞｽなど特別評価)																										4.0		2		10

						1		製造技術水準 セイゾウギジュツスイジュン								基礎研究など充実		技術ｻｰﾋﾞｽ積極的		要請があれば対応		少しｻｰﾋﾞｽあり				技術情報無し				2

						2		開発技術力・投資 カイハツギジュツリョクトウシ								業界のﾘｰﾀﾞｰ的存在		高いﾚﾍﾞﾙ タカ		業界の平均的 ギョウカイヘイキンテキ		やや劣る				人員少なく投資なし ジンインスクトウシ				2

						3		環境設計討議対応 カンキョウセッケイトウギタイオウ								３R設計充分 セッケイジュウブン		２R設計対応 セッケイタイオウ		対応可能である タイオウカノウ		部分的に対応可 ブブンテキタイオウカ				対応不可 タイオウフカ				2						0.40

						4		５S活動・２S3T徹底　など カツドウテッテイ								非常に徹底しﾚｲｱｳﾄ優 ヒジョウテッテイスグ		行き届きものづくり整流 ユトドセイリュウ		行き届いている ユトド		部分的には良い ブブンテキヨ				徹底していない テッテイ				2

						5		その他のｻｰﾋﾞｽなどの評価								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				2

						*1危機管理ﾏﾆｭｱﾙ,帝国ﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸにより評価、*2　別規定の品質審査基準により評価、*3　別規定、ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝにより評価 ベツキテイヒンシツシンサキジュンベツキテイ																						配点により　100点満点に補正→		合計		40.0		2		100

																Copyright  Kimitoshi Yagi 　：Procurement  Innovation Research																項目評価の黄色印欄に数字を入れると集計され radar chart graphが生成されます。





調達先評価  (白紙)

		



評価

会社の特徴



調達先評価  (例A社)

																　　　　　　調達先評価 基準　　評価例 チョウタツサキヒョウカレイ								3/7/22		Ｖ１.2a

												評価

										M,経営		4				会社名				会社概要						承認 ショウニン				作成

										Q,品質		3

										C,価格		3

										D,納期		3						統一企業ｺｰﾄﾞ				材質類別ｺｰﾄﾞ ルイベツ

										e-busi		4										評価事業部、工場 ジギョウブ

										E:環境 カンキョウ		2.3333333333				58		評価合計点数																取引先と 当社が 一緒に話し合いながら認識・納得して評価する。 トウシャ

										S,ｻｰﾋﾞｽ		3						ISO9000　認証																数値で評価する項目は実績dataを提示して 行う。各項目毎に評価し  M,Q,C,D,S,E,E毎に判断して総合評価する。

																		ISO14000認証																評価２，１がある場合は　改善要請する。　　　　この評価は取引先に対して 1回/年 実施する。

																5 段階評価の判断基準														項目		合計		特

				no.						評価項目						5		4		3		2				1				評価		点数		徴		配点

				M		Management 　　(経営,将来性）																										10.8		3.6		15

						1		Management policyが 明確か?								policyを 明示、徹底		policyを明示、		policyを 提示		policyはあるが,,,,				policy不明確				3

						2		経営者、事業責任者は 意欲的か?								かなり意欲的		意欲的		積極的		行動的ではあるが,,,				消極的				4

				*1		3		財務内容は健全か?(金融債務・自己資本)								良い状態にある		健全である		利益は出ている		欠損				累損あり				4						0.60

						4		当社へのﾋﾞｼﾞﾈｽ姿勢								非常に積極的		積極的である		協力的である		やや協力的				問題もある				4

						5		後継者,人材育成がされているか？								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				3

				Q		Quality assurance　　(品質）								（Ｑ１項は　下記の3つの中から　１項目のみ選択評価）																		10.0		3.3333333333		15

						1		ISO9000 認証されているか?								ISO9000 認証済		approach中		1年以内に計画あり		認証の計画あり				認証の計画無し				3

				*2				又は　”工場品質審査”に合格しているか?								"優良"で合格		"良" で合格		"要改善"で 合格		"不合格"				"不可"				－

								又は　　工程管理項目と実施ﾚﾍﾞﾙ								適切,周知徹底		適切,おおむね良好		一部不備,必要最小限		一部不備,不足				不備多い,無管理状態				－

						2		納入品の 品質実績は 良いか?								不良率 0.01%未満		不良率 0.03%未満		不良率 0.05%未満		不良率 0.1%未満				不良率 0.1%以上				4						1.00

						3		不良対策の対応は良いか？								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				3

																														5

				C		Cost  reduction ability　　(価格)																										15.0		2.5		30

						1		ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ協力実績								５％以上		３～４．９９％		２～２．９９％		１～１．９９％				０．９９％以下				3

						2		Cost競争力が 優位か?								Cost競争力優位		Cost競争力あり		Cost 改善取組可		CD取組消極的				Cost高く改善困難				2

						3		生産効率,品質向上の投資しているか?								業界先端の投資		改良出来ている		投資はしている		再投資困難				設備老朽化				2						1.50

						4		特徴ある技術を有しているか?								開発時点から 協調		VE提案できる		自主改善能力ある		改善打合わせ可能				図面指示で 製作				3

				D		Delivery service (Logistics)　　　(納期)																										11.0		2.75		20

						1		JIT納入対応可能か?								JIT納入対応		一部分 JIT可能		JIT 納入計画中		JIT対応困難				出荷system無し				3

						2		契約納期は 守られているか?								納期達成率99%以上		納期達成率98%以上		納期達成率96%以上		納期達成率90%以上				納期達成率90%未満				2

						3		生産管理のﾚﾍﾞﾙが適切か？								非常に良く管理している		管理の仕組みがある		管理されているが,,,		ｷｰﾏﾝ頼りの管理				現場を探すﾚﾍﾞﾙ				3						1.00

						4		生産計画変動への対応・協力								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				3

				e		e-business  activity　(電子商取引） デンシショウトリヒキ																										3.5		3.5		5

						1		e-business 積極的に取り組んでいる								積極的に取組展開		EDI 各社と 取組中		EDI 一部 対応可能		EDI 計画有り				EDI 計画なし				4

						2		CAD情報の 交信が可能か?								3D-CAD 交信可能		CAD交信可能		制約内で 交信可能		計画あり				計画なし				3						0.5

				E		Environment　(環境経営) カンキョウケイエイ																										2.3		2.3333333333		5

				＊3		1		ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに準拠しているか？								認証済,積極的に取組中		ISO14000認証済		認証に準じた取組中		計画は あるが,,,				計画なし				1

						2		有害物質管理しているか ユウガイブッシツカンリ								正確に管理徹底している セイカクカンリテッテイ		よく管理している カンリ		管理している カンリ		部分的に対応 ブブンテキタイオウ				殆ど管理していない ホトンカンリ				3

						3		産業廃棄物管理しているか								ｾﾞﾛ・ｴﾐｯｼｮﾝ対応 タイオウ		よく管理している カンリ		取組んでいる トリク		部分的に対応している ブブンテキタイオウ				殆ど管理していない ホトンカンリ				3						0.33

				Ｓ		Technology Service and Solution (ｻｰﾋﾞｽなど特別評価)																										5.2		2.6		10

						1		製造技術水準 セイゾウギジュツスイジュン								基礎研究など充実		技術ｻｰﾋﾞｽ積極的		要請があれば対応		少しｻｰﾋﾞｽあり				技術情報無し				3

						2		開発技術力・投資 カイハツギジュツリョクトウシ								業界のﾘｰﾀﾞｰ的存在		高いﾚﾍﾞﾙ タカ		業界の平均的 ギョウカイヘイキンテキ		やや劣る				人員少なく投資なし ジンインスクトウシ				2

						3		環境設計討議対応 カンキョウセッケイトウギタイオウ								３R設計充分 セッケイジュウブン		２R設計対応 セッケイタイオウ		対応可能である タイオウカノウ		部分的に対応可 ブブンテキタイオウカ				対応不可 タイオウフカ				2						0.40

						4		５S活動・２S3T徹底　など カツドウテッテイ								非常に徹底しﾚｲｱｳﾄ優 ヒジョウテッテイスグ		行き届きものづくり整流 ユトドセイリュウ		行き届いている ユトド		部分的には良い ブブンテキヨ				徹底していない テッテイ				3

						5		その他のｻｰﾋﾞｽなどの評価								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				3

						*1危機管理ﾏﾆｭｱﾙ,帝国ﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸにより評価、*2　別規定の品質審査基準により評価、*3　別規定、ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝにより評価 ベツキテイヒンシツシンサキジュンベツキテイ																						配点により　100点満点に補正→		合計		57.8		2.9452380952		100

																Copyright  Kimitoshi Yagi 　：Procurement  Innovation Research																項目評価の黄色印欄に数字を入れると集計され radar chart graphが生成されます。





調達先評価  (例A社)

		



評価



貿易商社

		

												評価				開発購買的貿易商社の 評価基準 カイハツコウバイテキボウエキショウシャヒョウカキジュン								3/7/22		Ｖ１.０H

								1		品質信頼性 ヒンシツシンライセイ		2														注意事項

								2		基準類整備 キジュンルイセイビ		3				会社名 カイシャメイ		例						評価点数 ヒョウカテンスウ								”項目評価”に5点満点で評価記入

								3		測定実技 ソクテイジツギ		2				業務概要 ギョウムガイヨウ								58								ﾌｫｰﾏｯﾄは変更しないで下さい。

								4		ｸﾞﾘｰﾝ調達 チョウタツ		3

								5		技術ｻｰﾋﾞｽ ギジュツ		3								望ましい会社のｲﾒｰｼﾞ、非価格競争力などの明確化・向上 ノゾカイシャヒカカクキョウソウリョクメイカクカコウジョウ		　     重点施策、優先課題　署名↓ ジュウテンシサクユウセンカダイショメイ

								6		委託先 イタクサキ		3

								7		納期遵守 ノウキジュンシュ		3

								8		価格競争力 カカクキョウソウリョク		5

																5 段階評価の判断基準														項目		合		特		配

				n		評価項目、望ましいｲﾒｰｼﾞ・ﾚﾍﾞﾙ ノゾ										5		4		3		2				1				評価		計		徴		点

						品質保証について(項目1～3） ヒンシツホショウコウモク

				1		信頼される品質 シンライヒンシツ								顧客から　"品質について信頼されている"　ことが重要 コキャクヒンシツシンライジュウヨウ																		7		2		20

						a		ﾃﾞｰﾀを確実に整備し　信頼できる カクジツセイビシンライ								ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｲ管理実施 カンリジッシ		一応信頼されている イチオウシンライ		ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ管理実施 カンリジッシ		過去ﾃﾞｰﾀあるが、、、 カコ				信頼できない シンライ				3

						b		顧客での受け入れ検査が不要 コキャクウイケンサフヨウ								顧客受入検査不要 コキャクウケイレケンサフヨウ		ほぼ受入検査省ける ウケイレケンサハブ		毎回ﾁｪｯｸしなくも可 マイカイカ		再ﾁｪｯｸ必要 サイヒツヨウ				全数検査要 ゼンスウケンサヨウ				2

						c		明確な品質管理目標を全社推進 メイカクヒンシツカンリモクヒョウゼンシャスイシン								PPM 目標管理 モクヒョウカンリ		0.01%以下の目標 イカモクヒョウ		目標が明確 モクヒョウメイカク		一部分は目標あるが、、 イチブブンモクヒョウ				目標あいまい モクヒョウ				2						9

				2		図面、検査試験基準整備 ズメンケンサシケンキジュンセイビ								顧客図面の良し悪しを咀嚼し　品質保証に反映できる コキャクズメンヨアソシャクヒンシツホショウハンエイ																		9		3		15

						a		顧客図面を咀嚼して運用できる コキャクズメンソシャクウンヨウ								図面咀嚼し改善提案 ズメンソシャクカイゼンテイアン		図面充分理解 ズメンジュウブンリカイ		図面良く理解 ズメンヨリカイ		ほぼ理解 リカイ				図面理解に問題有 ズメンリカイモンダイユウ				3

						b		検査基準を事前準備し承認得る ケンサキジュンジゼンジュンビショウニンエ								事前に顧客と打合せ ジゼンコキャクウチアワ		一部分できるが、、、 イチブフン		検査基準明確 ケンサキジュンメイカク		一部分は実施 イチブブンジッシ				事前準備できない ジゼンジュンビ				3

						c		QC工程図でｷｰﾎﾟｲﾝﾄ押えて管理できる コウテイズオサカンリ								QC工程図で指導も可 コウテイズシドウカ		QC工程図活用 コウテイズカツヨウ		QC工程図作成 コウテイズサクセイ		部分的には管理 ブブンテキカンリ				製造工程把握なし セイゾウコウテイハアク				3						9

				3		測定実技 ソクテイジツギ								実技がしっかりしていなければ　いくら全数検査しても　品質保証できない ジツギゼンスウケンサヒンシツホショウ																		7		2		10

						a		顧客と同じﾚﾍﾞﾙで検査・試験できる コキャクオナケンサシケン								顧客並み　優秀 コキャクナユウシュウ		国家検定有す コッカケンテイユウ		充分な測定実技有		ほぼ測定できる ソクテイ				測長はOKだが、、 ソクナガ				3

						b		優秀な検査員が揃っている ユウシュウケンサインソロ								定期的教育も実施 テイキテキキョウイクジッシ		複数の優秀検査員		優秀検査員がおる ユウシュウケンサイン		指示ﾁｪｯｸ要 シジヨウ				かなり指導要 シドウヨウ				2

						c		確実なJIS,MIL準拠の抜き取り検査管理 カクジツジュンキョヌトケンサカンリ								熟知活用できる ジュクチカツヨウ		ｷﾂｲ,ﾕﾙｲ,管理可能 カンリカノウ		抜取り検査基準有 ヌキトケンサキジュンユウ		確実性がない カクジツセイ				全数検査依存 ゼンスウケンサイゾン				2						5

				4		ｸﾞﾘｰﾝ調達 チョウタツ								地球環境配慮。　循環型の取組み重要 チキュウカンキョウハイリョジュンカンガタトリクジュウヨウ																		5		3		5

						a		ｸﾞﾘｰﾝ調達取組み チョウタツトリク								認証済,積極的に取組中		ISO14000認証済		認証に準じた取組中		計画は あるが,,,				計画なし				3

						b		有害物質不使用取組み ユウガイブッシツフシヨウトリク								不使用保証 フシヨウホショウ		商品別取組契約可能 ショウヒンベツトリクミケイヤクカノウ		組織的不使用取組 ソシキテキフシヨウトリク		一部実施 イチブジッシ				計画なし ケイカク				2						3

				5		技術ｻｰﾋﾞｽ ギジュツ								図面通りの製作のみでなく　提案や共同開発など　技術力がモノを言う ズメンツウセイサクテイアンキョウドウカイハツギジュツリョクイ																		8		3		15

						a		ﾒｶ部品、ﾓｼﾞｭｰﾙの共同開発可能 ブヒンキョウドウカイハツカノウ								共同開発技術者有す キョウドウカイハツギジュツシャユウ		かなりの技術力あり ギジュツチカラ		委託加工先活用 イタクカコウサキカツヨウ		少し可能だが、、 スコカノウ				指示通り製作のみ シジツウセイサク				3

						b		電子組立ての共同開発可能 デンシクミタキョウドウカイハツカノウ								共同開発技術者有す キョウドウカイハツギジュツシャユウ		かなりの技術力あり ギジュツチカラ		委託加工先活用 イタクカコウサキカツヨウ		少し可能だが、、 スコカノウ				指示通り製作のみ シジツウセイサク				3

						c		CAD/CAMを充分に活用できる ジュウブンカツヨウ								CAD/CAM/CAEも		３DCAD活用 カツヨウ		CAD交信可能 コウシンカノウ		2次元CAD活用 ジゲンカツヨウ				CAD扱えない アツカ				2						8

				6		製造委託先 セイゾウイタクサキ								単なる商社ではなく　製造技術、製造委託先がある タンショウシャセイゾウギジュツセイゾウイタクサキ																		8		3		10

						a		現地工場があり　製造技術信頼ある ゲンチコウジョウセイゾウギジュツシンライ								現地工場技術高い ゲンチコウジョウギジュツタカ		現地工場技術良い ゲンチコウジョウギジュツヨ		自前工場あり ジマエコウジョウ		製造技術理解 セイゾウギジュツリカイ				工場,技術なし コウジョウギジュツ				1

						b		良い加工組立て委託先がある ヨカコウクミタイタクサキ								大変良い委託先継続 タイヘンヨイタクサキケイゾク		良い関係にある ヨカンケイ		良いｻﾌﾟﾗｲﾔ確保 ヨカクホ		少々問題あり ショウショウモンダイ				良い委託先なし ヨイタクサキ				3

						c		ｷｰﾊﾟｰﾂの　良い供給先確保している ヨキョウキュウサキカクホ								良いｻﾌﾟﾗｲﾔと提携 ヨテイケイ		良い関係にある ヨカンケイ		良いｻﾌﾟﾗｲﾔ確保 ヨカクホ		少々問題あり ショウショウモンダイ				ｻﾌﾟﾗｲﾔに問題 モンダイ				4						5

				7		納期遵守 ノウキジュンシュ								問題の多い海外だからこそ　納期遵守したい、　海外か国内か関係なく納期確保要求は同じ モンダイオオカイガイノウキジュンシュカイガイコクナイカンケイノウキカクホヨウキュウオナ																		10		3		15

						a		問題を事前に予知し対応できる モンダイジゼンヨチタイオウ								非常に良く管理 ヒジョウヨカンリ		全体を良く管理		問題対応確実 モンダイタイオウカクジツ		納期ｷｰﾌﾟ　少し問題 ノウキスコモンダイ				問題あり モンダイ				3

						b		組織・ｼｽﾃﾑが整備されている ソシキセイビ								非常に良く管理 ヒジョウヨカンリ		良く管理されている ヨ		組織明確 ソシキメイカク		担当以外は対応不可 タントウイガイタイオウフカ				組織不明確 ソシキフメイカク				3

						c		ﾚｽﾎﾟﾝｽが良く、現地人も活用している ヨゲンチジンカツヨウ								現地人活用 ゲンチジンカツヨウ		顧客評判良い ヨ		ﾚｽﾎﾟﾝｽ良い ヨ		少し問題あり スコモンダイ				ﾚｽﾎﾟﾝｽ悪い ワル				4						10

				8		価格競争力 カカクキョウソウリョク								とにかく　安くなくては競争に勝てない ヤスキョウソウカ																		14		5		10

						a		一番安くはないが、とにかく安い イチバンヤスヤス								顧客満足最重視 コキャクマンゾクサイジュウシ		かなり安い ヤス		おおかた安い ヤス		不得手分野多い フエテブンヤオオ				安くできない ヤス				4

						b		安くできる工夫や提案ができる ヤスクフウテイアン								目標価格に合す提案 モクヒョウカカクアワテイアン		かなりの提案でる テイアン		工夫・提案でる クフウテイアン		少し工夫可能 スコクフウカノウ				提案困難 テイアンコンナン				5

						c		貿易実務に精通している ボウエキジツムセイツウ								かなり実務に精通 ジツムセイツウ		実務良くできる ジツムヨ		貿易実務OK ボウエキジツム		やや問題あり モンダイ				問題あり モンダイ				5						9

								23項目 コウモク				Copyright  Kimitoshi Yagi 　：Procurement  Innovation Research										配点補正荷重合計=		58.2						合計点		68		2.9		100
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間接部材

																　　　　　　間接部材　調達先評価 基準　　試案 カンセツブザイチョウタツサキシアン								3/7/22		Ｖ1.0						A

												評価

										M,経営		3				会社名				会社概要						承認 ショウニン				作成

										Q,品質		3

										C,価格		3

										D,納期		4						統一企業ｺｰﾄﾞ				材質類別ｺｰﾄﾞ ルイベツ

										e-business		3										評価事業部、工場 ジギョウブ

										E:環境経営 カンキョウケイエイ		2.6666666667				66		評価合計点数																取引先と 当社が 一緒に話し合いながら認識・納得して評価する。 トウシャ

										S,ｻｰﾋﾞｽ		3						ISO9000　認証																数値で評価する項目は実績dataを提示して 行う。各項目毎に評価し  M,Q,C,D,S,E,E毎に判断して総合評価する。

																		ISO14000認証																評価２，１がある場合は　改善要請する。　　　　この評価は取引先に対して 1回/年 実施する。

																5 段階評価の判断基準														項目		合計		特

				no.						評価項目						5		4		3		2				1				評価		点数		徴		配点

				M		Management 　　(経営,将来性）																										9.0		3		15

						1		Management policyが 明確か?								policyを 明示、徹底		policyを明示、		policyを 提示		policyはあるが,,,,				policy不明確				3

						2		経営者、事業責任者は 意欲的か?								かなり意欲的		意欲的		積極的		行動的ではあるが,,,				消極的				2

				*1		3		財務内容は健全か?(金融債務・自己資本)								良い状態にある		健全である		利益は出ている		欠損				累損あり				4						0.60

						4		当社へのﾋﾞｼﾞﾈｽ姿勢								非常に積極的		積極的である		協力的である		やや協力的				問題もある				3

						5		後継者,人材育成がされているか？								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				3

																														3

				Q		Quality assurance　　(品質）								（Ｑ１項は　下記の3つの中から　１項目のみ選択評価）																		9.0		3		15

						1		ISO9000 認証されているか?								ISO9000 認証済		approach中		1年以内に計画あり		認証の計画あり				認証の計画無し				1

				*2				又は　”工場品質審査”に合格しているか?								"優良"で合格		"良" で合格		"要改善"で 合格		"不合格"				"不可"				－

								又は　　工程管理項目と実施ﾚﾍﾞﾙ								適切,周知徹底		適切,おおむね良好		一部不備,必要最小限		一部不備,不足				不備多い,無管理状態				－

						2		納入品の 品質実績は 良いか?								不良率 50PPM未満		不良率80PPM未満		不良率100PPM未満 ミマン		不良率200PPM未満				不良率200PPM以上 イジョウ				4						1.00

						3		不良対策の対応は良いか？								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				4

																														5

				C		Cost  reduction ability　　(価格)																										19.5		3.25		30

						1		ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ協力実績								５％以上		３～４．９９％		２～２．９９％		１～１．９９％				０．９９％以下				3

						2		Cost競争力が 優位か?								Cost競争力優位		Cost競争力あり		Cost 改善取組可		CD取組消極的				Cost高く改善困難				3

						3		生産効率,品質向上の投資しているか?								業界先端の投資		改良出来ている		投資はしている		再投資困難				設備老朽化				3						1.50

						4		特徴ある技術を有しているか?								開発時点から 協調		VE提案できる		自主改善能力ある		改善打合わせ可能				図面指示で 製作				4

				D		Delivery service (Logistics)　　　(納期)																										16.0		4		20

						1		即納体制は? ソクノウタイセイ								JIT納入対応		一部分 JIT可能		JIT 納入計画中		JIT対応困難				出荷system無し				3

						2		契約納期は 守られているか?								納期達成率99.9%以上		納期達成率99.8%以上		納期達成率99.5%以上		納期達成率98%以上				納期達成率98%未満				5

						3		生産管理のﾚﾍﾞﾙが適切か？								非常に良く管理している		管理の仕組みがある		管理されているが,,,		ｷｰﾏﾝ頼りの管理				現場を探すﾚﾍﾞﾙ				4						1.00

						4		生産計画変動への緊急対応・協力 キンキュウ								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				4

				e		e-business  activity　(電子商取引） デンシショウトリヒキ																										3.0		3		5

						1		Webでの見積もりや製品紹介対応 ミツセイヒンショウカイタイオウ								積極的に取組展開		取り組み拡大中 トクカクダイナカ		対応可能		計画有利あり ユウリ				計画なし				3

						2		現場からの直接受発注が可能か? ゲンバチョクセツジュハッチュウ								総合管理も可能 ソウゴウカンリ		受発注可能 ジュハッチュウ		制約内で 交信可能		計画あり				計画なし				3						0.5

				E		Environment　(環境経営) カンキョウケイエイ																										2.7		2.6666666667		5

				＊3		1		ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに準拠しているか？								認証済,積極的に取組中		ISO14000認証済		認証に準じた取組中		計画は あるが,,,				計画なし				2

						2		有害物質管理しているか ユウガイブッシツカンリ								正確に管理徹底している セイカクカンリテッテイ		よく管理している カンリ		管理している カンリ		部分的に対応 ブブンテキタイオウ				殆ど管理していない ホトンカンリ				3

						3		商品の環境負荷の低減 ショウヒンカンキョウフカテイゲン								ｾﾞﾛ・ｴﾐｯｼｮﾝ対応も タイオウ		よく管理している カンリ		取組んでいる トリク		部分的に対応している ブブンテキタイオウ				殆ど管理していない ホトンカンリ				3						0.33

				Ｓ		Technology Service and Solution (ｻｰﾋﾞｽなど特別評価)																										6.4		3.2		10

						1		新製品の売り込み提案 シンセイヒンウコテイアン								間接材合理化提案あり カンセツザイゴウリカテイアン		定期的な売り込み テイキテキウコ		売り込み熱心 ウコネッシン		少しｻｰﾋﾞｽあり				情報無し				3

						2		技術指導や業務革新 ギジュツシドウギョウムカクシン								業界のﾘｰﾀﾞｰ的存在		技術指導ｻｰﾋﾞｽ積極的 シドウ		技術指導できる ギジュツシドウ		それなりにできるが・・				能力なし ノウリョク				3

						3		業界情報提供 ギョウカイジョウホウテイキョウ								公開前の情報も コウカイマエジョウホウ		定期的に提要 テイキテキテイヨウ		提供している テイキョウ		部分的に対応可 ブブンテキタイオウカ				対応不可 タイオウフカ				4						0.40

						4		その他のｻｰﾋﾞｽなどの評価 （現場） ゲンバ								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				3

						5		その他のｻｰﾋﾞｽなどの評価　(管理) カンリ								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				3

						*1危機管理ﾏﾆｭｱﾙ,帝国ﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸにより評価、*2　別規定の品質審査基準により評価、*3　別規定、ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝにより評価 ベツキテイヒンシツシンサキジュンベツキテイ																						配点により　100点満点に補正→		合計		65.6		3.1595238095		100

																Copyright  Kimitoshi Yagi 　：Procurement  Innovation Research																項目評価の黄色印欄に数字を入れると集計され radar chart graphが生成されます。



Solution  Provider



間接部材

		



評価

会社の特徴



設備機材

																　　　　　　設備調達先評価 基準　　試案 セツビチョウタツサキシアン								3/7/22		Ｖ１.0						A

												評価

										M,経営		3				会社名				会社概要						承認 ショウニン				作成

										Q,品質		4

										C,価格		3

										D,納期		3						統一企業ｺｰﾄﾞ				材質類別ｺｰﾄﾞ ルイベツ

										e-business		4										評価事業部、工場 ジギョウブ

										E:環境経営 カンキョウケイエイ		3.6666666667				66		評価合計点数																取引先と 当社が 一緒に話し合いながら認識・納得して評価する。 トウシャ

										S,ｻｰﾋﾞｽ		3						ISO9000　認証																数値で評価する項目は実績dataを提示して 行う。各項目毎に評価し  M,Q,C,D,S,E,E毎に判断して総合評価する。

																		ISO14000認証																評価２，１がある場合は　改善要請する。　　　　この評価は取引先に対して 1回/年 実施する。

																5 段階評価の判断基準														項目		合計		特

				no.						評価項目						5		4		3		2				1				評価		点数		徴		配点

				M		Management 　　(経営,将来性）																										9.6		3.2		15

						1		Management policyが 明確か?								policyを 明示、徹底		policyを明示、		policyを 提示		policyはあるが,,,,				policy不明確				3

						2		経営者、事業責任者は 意欲的か?								かなり意欲的		意欲的		積極的		行動的ではあるが,,,				消極的				3

				*1		3		財務内容は健全か?(金融債務・自己資本)								良い状態にある		健全である		利益は出ている		欠損				累損あり				4						0.60

						4		当社へのﾋﾞｼﾞﾈｽ姿勢								非常に積極的		積極的である		協力的である		やや協力的				問題もある				3

						5		後継者,人材育成がされているか？								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				3

																														3

				Q		Quality assurance　　(品質）								（Ｑ１項は　下記の3つの中から　１項目のみ選択評価）																		12.0		4		15

						1		ISO9000 認証されているか?								ISO9000 認証済		approach中		1年以内に計画あり		認証の計画あり				認証の計画無し				5

				*2				又は　”工場品質審査”に合格しているか?								"優良"で合格		"良" で合格		"要改善"で 合格		"不合格"				"不可"				－

								又は　　工程管理項目と実施ﾚﾍﾞﾙ								適切,周知徹底		適切,おおむね良好		一部不備,必要最小限		一部不備,不足				不備多い,無管理状態				－

						2		納入品の 品質実績は 良いか?								不良率 0.01%未満		不良率 0.03%未満		不良率 0.05%未満		不良率 0.1%未満				不良率 0.1%以上				3						1.00

						3		不良対策の対応は良いか？								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				4

																														5

				C		Cost  reduction ability　　(価格)																										19.5		3.25		30

						1		ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ協力実績								５％以上		３～４．９９％		２～２．９９％		１～１．９９％				０．９９％以下				3

						2		Cost競争力が 優位か?								Cost競争力優位		Cost競争力あり		Cost 改善取組可		CD取組消極的				Cost高く改善困難				4

						3		生産効率,品質向上の投資しているか?								業界先端の投資		改良出来ている		投資はしている		再投資困難				設備老朽化				3						1.50

						4		特徴ある技術を有しているか?								開発時点から 協調		VE提案できる		自主改善能力ある		改善打合わせ可能				図面指示で 製作				3

				D		Delivery service (Logistics)　　　(納期)																										10.0		2.5		20

						1		仕様打合せから納入までの管理 シヨウウチアワノウニュウカンリ								ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄできる		よく管理されている カンリ		ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理できる カンリ		不十分だができる フジュウブン				問題ある モンダイ				2

						2		契約納期は 守られているか?								納期達成率99%以上		納期達成率98%以上		納期達成率96%以上		納期達成率90%以上				納期達成率90%未満				3

						3		生産管理のﾚﾍﾞﾙが適切か？								非常に良く管理している		管理の仕組みがある		管理されているが,,,		ｷｰﾏﾝ頼りの管理				現場を探すﾚﾍﾞﾙ				3						1.00

						4		仕様変更への対応・協力 シヨウヘンコウ								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				2

				e		e-business  activity　(電子商取引） デンシショウトリヒキ																										4.0		4		5

						1		e-business 積極的に取り組んでいる								積極的に取組展開		EDI 各社と 取組中		EDI 一部 対応可能		EDI 計画有り				EDI 計画なし				4

						2		CAD情報の 交信が可能か?								3D-CAD 交信可能		CAD交信可能		制約内で 交信可能		計画あり				計画なし				4						0.5

				E		Environment　(環境経営) カンキョウケイエイ																										3.7		3.6666666667		5

				＊3		1		ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに準拠しているか？								認証済,積極的に取組中		ISO14000認証済		認証に準じた取組中		計画は あるが,,,				計画なし				3

						2		環境設計討議対応 カンキョウセッケイトウギタイオウ								4R設計充分 セッケイジュウブン		3R設計対応 セッケイタイオウ		対応可能である タイオウカノウ		部分的に対応可 ブブンテキタイオウカ				対応不可 タイオウフカ				4

						3		産業廃棄物管理しているか								ｾﾞﾛ・ｴﾐｯｼｮﾝ対応 タイオウ		よく管理している カンリ		取組んでいる トリク		部分的に対応している ブブンテキタイオウ				殆ど管理していない ホトンカンリ				4						0.33

				Ｓ		Technology Service and Solution (ｻｰﾋﾞｽなど特別評価)																										6.8		3.4		10

						1		技術革新の水準 ギジュツカクシンスイジュン								基礎研究など充実		技術ｻｰﾋﾞｽ積極的		対応可能 タイオウカノウ		少しｻｰﾋﾞｽあり				技術情報無し				4

						2		設備のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ技術力 セツビギジュツリョク								業界のﾘｰﾀﾞｰ的存在		高いﾚﾍﾞﾙ タカ		業界の平均的 ギョウカイヘイキンテキ		やや劣る				人員少なく投資なし ジンインスクトウシ				3

						3		保守点検の容易な設計 ホシュテンケンヨウイセッケイ								非常に優れている ヒジョウスグ		優れている スグ		工夫されている クフウ		部分的には良い ブブンテキヨ				良くない ヨ				4						0.40

						4		操作の無人化やIOT対応 ソウサムジンカタイオウ								業界のﾘｰﾀﾞｰ的存在		高いﾚﾍﾞﾙ タカ		業界の平均的 ギョウカイヘイキンテキ		やや劣る				人員少なく投資なし ジンインスクトウシ				3

						5		その他のｻｰﾋﾞｽなどの評価								優れている		良い		普通 フツウ		やや劣る				非常に劣る				3

						*1危機管理ﾏﾆｭｱﾙ,帝国ﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸにより評価、*2　別規定の品質審査基準により評価、*3　別規定、ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝにより評価 ベツキテイヒンシツシンサキジュンベツキテイ																						配点により　100点満点に補正→		合計		65.6		3.430952381		100

																Copyright  Kimitoshi Yagi 　：Procurement  Innovation Research																項目評価の黄色印欄に数字を入れると集計され radar chart graphが生成されます。





設備機材

		



評価

会社の特徴



食料品

																　　　　　　食料品　調達先評価 基準　　試案 ショクリョウヒンチョウタツサキシアン								3/7/22		Ｖ1.0						A

												評価

										M,経営		3				会社名				会社概要						承認 ショウニン				作成

										Q,品質		3

										C,価格		3

										D,納期		4						統一企業ｺｰﾄﾞ				材質類別ｺｰﾄﾞ ルイベツ

										e-business		2										評価事業部、工場 ジギョウブ

										E:環境経営 カンキョウケイエイ		3				63		評価合計点数																取引先と 当社が 一緒に話し合いながら認識・納得して評価する。 トウシャ

										S,安心安全 アンシンアンゼン		2						ISO9000　認証																数値で評価する項目は実績dataを提示して 行う。各項目毎に評価し  M,Q,C,D,S,E,E毎に判断して総合評価する。

																		ISO14000認証																評価２，１がある場合は　改善要請する。　　　　この評価は取引先に対して 1回/年 実施する。

																5 段階評価の判断基準														項目		合計		特

				no.						評価項目						5		4		3		2				1				評価		点数		徴		配点

				M		Management 　　(経営,将来性）																										9.0		3		15

						1		Management policyが 明確か?								policyを 明示、徹底		policyを明示、		policyを 提示		policyはあるが,,,,				policy不明確				3

						2		経営者、事業責任者は 意欲的か?								かなり意欲的		意欲的		積極的		行動的ではあるが,,,				消極的				2

				*1		3		財務内容は健全か?(金融債務・自己資本)								良い状態にある		健全である		利益は出ている		欠損				累損あり				4						0.60

						4		当社へのﾋﾞｼﾞﾈｽ姿勢								非常に積極的		積極的である		協力的である		やや協力的				問題もある				3

						5		後継者,人材育成がされているか？								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				3

																														3

				Q		Quality assurance　　(品質）								（Ｑ１項は　下記の3つの中から　１項目のみ選択評価）																		9.0		3		15

						1		SQF2000又はGAP 認証されているか? マタ								SQF2000 認証済		approach中		1年以内に計画あり		認証の計画あり				認証の計画無し				1

				*2				又は　”工場品質審査”に合格しているか?								"優良"で合格		"良" で合格		"要改善"で 合格		"不合格"				"不可"				－

								又は　　食品安全管理と実施ﾚﾍﾞﾙ ショクヒンアンゼン								適切,周知徹底		適切,おおむね良好		一部不備,必要最小限		一部不備,不足				不備多い,無管理状態				－

						2		製品の 品質実績は 良いか?  セイヒン								不良率 0.001%未満		不良率 0.002％未満		不良率 0.005%未満		不良率 0.01%未満				不良率 0.01%以上				4						1.00

						3		原料の 品質管理は 良いか?  ゲンリョウカンリ								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				4

																														5

				C		Cost  reduction ability　　(価格)																										19.5		3.25		30

						1		ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ協力実績								５％以上		３～４．９９％		２～２．９９％		１～１．９９％				０．９９％以下				3

						2		Cost競争力が 優位か?								Cost競争力優位		Cost競争力あり		Cost 改善取組可		CD取組消極的				Cost高く改善困難				3

						3		生産効率,品質向上の投資しているか?								業界先端の投資		改良出来ている		投資はしている		再投資困難				設備老朽化				3						1.50

						4		特徴ある技術を有しているか?								開発時点から 協調		VE提案できる		自主改善能力ある		改善打合わせ可能				図面指示で 製作				4

				D		Delivery service (Logistics)　　　(納期)																										16.0		4		20

						1		即納体制は? ソクノウタイセイ								JIT納入対応		一部分 JIT可能		JIT 納入計画中		JIT対応困難				出荷system無し				3

						2		契約納期は 守られているか?								納期達成率99%以上		納期達成率98%以上		納期達成率96%以上		納期達成率90%以上				納期達成率90%未満				5

						3		生産管理のﾚﾍﾞﾙが適切か？								非常に良く管理している		管理の仕組みがある		管理されているが,,,		ｷｰﾏﾝ頼りの管理				現場を探すﾚﾍﾞﾙ				4						1.00

						4		生産計画変動への対応・協力								優れている		良い		普通		やや劣る				非常に劣る				4

				e		e-business  activity　(電子商取引） デンシショウトリヒキ																										2.0		2		5

						1		e-business 積極的に取り組んでいる								積極的に取組展開		EDI 各社と 取組中		EDI 一部 対応可能		EDI 計画有り				EDI 計画なし				2

						2		生産現場との交信が可能か? セイサンゲンバコウシンジュハッチュウ																						2						0.5

				E		Environment　(環境経営) カンキョウケイエイ																										2.7		2.6666666667		5

				＊3		1		ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに準拠しているか？								認証済,積極的に取組中		ISO14000認証済		認証に準じた取組中		計画は あるが,,,				計画なし				2

						2		有害物質管理しているか ユウガイブッシツカンリ								正確に管理徹底している セイカクカンリテッテイ		よく管理している カンリ		管理している カンリ		部分的に対応 ブブンテキタイオウ				殆ど管理していない ホトンカンリ				3

						3		商品の環境負荷の低減 ショウヒンカンキョウフカテイゲン								ｾﾞﾛ・ｴﾐｯｼｮﾝ対応も タイオウ		よく管理している カンリ		取組んでいる トリク		部分的に対応している ブブンテキタイオウ				殆ど管理していない ホトンカンリ				3						0.33

				Ｓ		Food Safty (食品の安心安全) ショクヒンアンシンアンゼン																										4.8		2.4		10

						1		原料の減農薬・無農薬の管理 ゲンリョウゲンノウクスリムノウヤクカンリ																						3

						2		原料生産者の特定管理 ゲンリョウセイサンシャトクテイカンリ																						3

						3		原料の遺伝子組み換え ゲンリョウイデンシクカ																						2						0.40

						4		流通の安全管理 リュウツウアンゼンカンリ																						2

						5		その他のｻｰﾋﾞｽなどの評価																						2

						*1危機管理ﾏﾆｭｱﾙ,帝国ﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸにより評価、*2　別規定の品質審査基準により評価、*3　別規定、ｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝにより評価 ベツキテイヒンシツシンサキジュンベツキテイ																						配点により　100点満点に補正→		合計		63.0		2.9023809524		100

																Copyright  Kimitoshi Yagi 　：Procurement  Innovation Research																項目評価の黄色印欄に数字を入れると集計され radar chart graphが生成されます。





食料品

		



評価

会社の特徴



購買部門評価

		

												評価						購買部門総合力　評価表  コウバイブモンソウゴウリョクヒョウカヒョウ						3/7/22		Ｖ１.１C

								1		情報蓄積共有 ジョウホウチクセキキョウユウ		5														注意事項

								2		VA提案力		3				部門名		例						評価点数 ヒョウカテンスウ										”項目評価”に5点満点で評価記入

								3		価格査定力		4				概要								75										ﾌｫｰﾏｯﾄは変更しないで下さい。

								4		ｻﾌﾟﾗｲﾔﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ		4

								5		交渉総合力		3										更に　戦略的に改革するには↓ サラセンリャクテキカイカク

								6		電子調達		4				改善提案

								7		勝者の組織 ショウシャソシキ		3				更に良くするには

																5 段階評価の判断基準														項目		合		特		配

				n						評価項目						5		4		3		2				1				評価		計		徴		点

				1		情報の蓄積・共有化 ジョウホウチクセキキョウユウカ								ﾉｳﾊｳの電子ﾃﾞｰﾀ化・蓄積・共有化 (DB;ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ) デンシカチクセキキョウユウカ																		19		5		15

						a		ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄで蓄積・共有化 チクセキキョウユウカ								90%以上Gr.で実施 ジッシ		70%以上Gr.で実施 イジョウジッシ		50%以上全社で実施 イジョウゼンシャジッシ		各工場、部門で実施 カクコウジョウブモンジッシ				実施されてない ジッシ				5

						b		電子データ化・体系化 デンシカタイケイカ								〃		〃		〃		〃				体系化無し タイケイカナ				5

						c		ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ標準化・活用 ヒョウジュンカカツヨウ								〃		〃		〃		〃				標準ﾌｫｰﾏｯﾄ無し ヒョウジュンナ				4

						d		基礎ﾃﾞｰﾀ（資材予算、CD予算、など） ザイヨサンヨサン								ｸﾞﾙｰﾌﾟで共有 キョウユウ		全社で共有 ゼンシャキョウユウ		資材予算、実績など シザイヨサンジッセキ		購入実績のみ コウニュウジッセキ				基礎ﾃﾞｰﾀ不備 キソフビ				5						14

				2		VA提案力 テイアンチカラ								図面通りでは　大幅ＣＤできない ズメンツウオオハバ																		13		3		20

						a		目標値を実現するＶＡ提案力 モクヒョウチジツゲンテイアンチカラ								ﾉｳﾊｳ集の充実・改良 シュウジュウジツカイリョウ		設計部門と連携 セッケイブモンレンケイ		設計との協議可能 セッケイキョウギカノウ		VA提案あるが,,, テイアン				VA提案力なし テイアンチカラ				3

						b		Simulation解析の活用を連携・具体化								常時活用・連携 ジョウジカツヨウレンケイ		技術部門と連携 ギジュツブモンレンケイ		部分的に活用 ブブンテキカツヨウ		利用した事がある リヨウコト				Simulation解析認識なし ニンシキ				3

						c		事前品質検証ﾎﾟｲﾝﾄ・具体化を指示								ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化・充実 カジュウジツ		品質保証部門と連携 ヒンシツホショウブモンレンケイ		ポイント指示できる シジ		過去の問題整理 カコモンダイセイリ				品質企画不可 ヒンシツキカクフカ				4

						d		V.Erの継続的充実 ケイゾクテキジュウジツ								目標達成Solution可能 モクヒョウタッセイカノウ		折衝力研修・充実		V.Eｒ　定期的研修		VA,折衝研修規程有				動機付け困難 ドウキツコンナン				3						13

				3		価格査定力 カカクサテイチカラ								グローバルなコスト査定力、目利き サテイチカラメキ																		17		4		15

						a		外注品の　ｺｽﾄﾃｰﾌﾞﾙ ガイチュウヒン								ＤＢ定期更新改良 テイキコウシンカイリョウ		ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ化・活用 カカツヨウ		限定して利用 ゲンテイリヨウ		あるには　あるが,,,				なし				5

						b		購入品の　ｸﾛｽｶﾞｲﾄﾞ コウニュウヒン								ＤＢ定期更新改良 テイキコウシンカイリョウ		ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ化・活用 カカツヨウ		主要品は整備 シュヨウヒンセイビ		古いﾓﾉがある フル				なし				5

						c		見積試算値実現の提案・現場指導								ｻﾌﾟﾗｲﾔ指導・協調 シドウキョウチョウ		ｴｷｽﾊﾟｰﾄ要請拡大 ヨウセイカクダイ		現場に入り込んでいる ゲンバハイコ		一部分可能 イチブブンカノウ				指導力なし シドウチカラ				4

						d		最新のﾃｸﾉﾛｼﾞｰを理解・活用								DB化し更新活用 カコウシンカツヨウ		組織的に整備		ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ,ﾄﾚﾝﾄﾞDB		部分的に理解 ブブンテキリカイ				活用力なし カツヨウチカラ				3						13

				4		ｻﾌﾟﾗｲﾔﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ								取引先とのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟが重要。　但し、現状のｻﾌﾟﾗｲﾔだけでは大幅CD困難 トリヒキサキジュウヨウタダゲンジョウオオハバコンナン																		16		4		15

						a		ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙなﾎﾟﾃﾝｼｬﾙｻﾌﾟﾗｲﾔｰＫｅｅｐ								ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙにDB共有 キョウユウ		定期的に更新活用 テイキテキコウシンカツヨウ		自力で情報整理 ジリキジョウホウセイリ		商社に依頼が多い ショウシャイライオオ				担当個人ﾍﾞｰｽ タントウコジン				5

						b		国際調達力 コクサイチョウタツチカラ								実務にビルトイン ジツム		材種別地域別推進 ザイシュベツチイキベツスイシン		IPO拠点活用 キョテンカツヨウ		なかなか進展せず シンテン				劣っている オト				4

						c		ｻﾌﾟﾗｲﾔを　評価査定								定常的に実施・公開 テイジョウテキジッシコウカイ		定期的に実施 テイキテキジッシ		規程あり、活用 キテイカツヨウ		一部で実施 イチブジッシ				規程無し キテイナ				4

						d		調達戦略、ｻﾌﾟﾗｲﾔ集約・開拓 チョウタツセンリャクシュウヤクカイタク								経営直結組織で実施 ケイエイチョッケツソシキジッシ		全社的な取り組み ゼンシャテキトク		目標設定し実施 モクヒョウセッテイジッシ		一部で実施 イチブジッシ				なし				3						12

				5		交渉総合力 コウショウソウゴウリョク								ｸﾞﾙｰﾌﾟ総合調達力、人材の継続的開発 ソウゴウチョウタツリョクジンザイケイゾクテキカイハツ																		13		3		15

						a		ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ統合、集中購買 トウゴウシュウチュウコウバイ								企業Gr.組織的に実施 キギョウソシキテキジッシ		ｼｽﾃﾑとして実施		対象品拡大推進中 タイショウヒンカクダイスイシンナカ		ごく一部分実施 イチブブンジッシ				実施なし ジッシ				4

						b		人材開発ｼｽﾃﾑ ジンザイカイハツ								人事、給与評価組込 ジンジキュウヨヒョウカクミコミ		定期的人材開発改良 テイキテキジンザイカイハツカイリョウ		人材開発ｼｽﾃﾑ活用 ジンザイカイハツカツヨウ		一部のみ実施 イチブジッシ				規程なし キテイ				3

						c		共有化・標準化・品種数削減 キョウユウカヒョウジュンカヒンシュスウサクゲン								経営直結組織化 ケイエイチョッケツソシキカ		設計との連携 セッケイレンケイ		組織的に実施 ソシキテキジッシ		対象限定して実施 タイショウゲンテイジッシ				ごく一部実施 イチブジッシ				3

						d		折衝技術 セッショウギジュツ								Solution対応的 タイオウテキ		定常的に活用 テイジョウテキカツヨウ		技術標準活用 ギジュツヒョウジュンカツヨウ		一部で研修実施 イチブケンシュウジッシ				Skill　up なし				3						10

				6		電子調達 デンシチョウタツ								e-commerce/e-procurement,  SCM																		14		4		10

						a		公開公募 コウカイコウボ								ｸﾞﾙｰﾌﾟ全体で活用 ゼンタイカツヨウ		常時対応・活用 ジョウジタイオウカツヨウ		関連サイトにﾘﾝｸ		仕組みあるが,,, シク				仕組み無い シクナ				4

						b		電子入札 デンシニュウサツ								ｸﾞﾙｰﾌﾟ全体で活用 ゼンタイカツヨウ		常時対応・活用 ジョウジタイオウカツヨウ		主要部材で実施 シュヨウブザイジッシ		一部で実施 イチブジッシ				仕組み無い				3

						c		電子発注 デンシハッチュウ								ｸﾞﾙｰﾌﾟ全体で活用 ゼンタイカツヨウ		常時対応・活用 ジョウジタイオウカツヨウ		ﾜｰｸﾌﾛｰ化実施 カジッシ		一部で実施 イチブジッシ				仕組み無い				4

						d		資材部門の効率(調達費用/調達金額) シザイブモンコウリツチョウタツヒヨウチョウタツキンガク								戦略的。(～1％） センリャクテキ		少数精鋭(1％～) ショウスウセイエイ		効率向上中(2%～) コウリツコウジョウナカ		（3％～）				効率悪い(5%～) コウリツワル				3						7

				7		勝者の組織 ショウシャソシキ								自己革新は　組織から ジコカクシンソシキ																		9		3		10

						a		組織の方針、目標 ソシキホウシンモクヒョウ								方針管理徹底 ホウシンカンリテッテイ		方針管理実施 ホウシンカンリジッシ		明確方針全員共有 メイカクホウシンゼンインキョウユウ		方針はあるが、、、 ホウシン				構想方針あいまい コウソウホウシン				3

						b		人材配置再編成 ジンザイハイチサイヘンセイ								自己革新的構成 ジコカクシンテキコウセイ		戦略的人事管理 センリャクテキジンジカンリ		人材流動的 ジンザイリュウドウテキ		見直しもあるが、、、 ミナオ				組織硬直化 ソシキコウチョクカ				3

						c		目標管理 モクヒョウカンリ								自己修正変革実施 ジコシュウセイヘンカクジッシ		目標管理実施 モクヒョウカンリジッシ		明確な目標あり メイカクモクヒョウ		目標が抽象的表現 モクヒョウチュウショウテキヒョウゲン				目標あいまい モクヒョウ				3						6
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開発購買ｴﾝｼﾞﾆﾔ

		

												評価						開発購買ｴﾝｼﾞﾆｱ　の能力評価 カイハツコウバイノウリョクヒョウカ						Ｖ１.０e		3/7/22

								1		ｻﾌﾟﾗｲﾔﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ		4														注意事項

								2		VE提案力		4				氏名 シメイ		例						評価点数 ヒョウカテンスウ										”項目評価”に5点満点で評価記入

								3		価格査定力		3				業務概要 ギョウムガイヨウ								67										ﾌｫｰﾏｯﾄは変更しないで下さい。

								4		ものずくり理解		4

								5		ﾅﾚｼﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ		3								長所を伸ばし　短所を改善し　能力を向上する。		　     更に向上するには　責任者コメント　署名↓ サラコウジョウセキニンシャショメイ

								6		ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ		4				自己評価 ジコヒョウカ

																更に良くするには→

																署名 ショメイ

																5 段階評価の判断基準														項目		合		特		配

				n						評価項目						5		4		3		2				1				評価		計		徴		点

				1		ｻﾌﾟﾗｲﾔﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ								社内製造も含めて　目標達成へのｻﾌﾟﾗｲﾔﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ　現状のｻﾌﾟﾗｲﾔだけでは大幅CD困難																		14		4		20

						a		ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙなﾎﾟﾃﾝｼｬﾙｻﾌﾟﾗｲﾔｰＫｅｅｐ・活用 カツヨウ								ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙにDB共有 キョウユウ		定期的に更新活用 テイキテキコウシンカツヨウ		自力で情報整理 ジリキジョウホウセイリ		商社に依頼が多い ショウシャイライオオ				担当個人ﾍﾞｰｽ タントウコジン				4

						b		国際調達力 コクサイチョウタツチカラ								実務にビルトイン ジツム		材種別地域別推進 ザイシュベツチイキベツスイシン		IPO拠点活用 キョテンカツヨウ		なかなか進展せず シンテン				劣っている オト				3

						c		ｻﾌﾟﾗｲﾔを　評価査定・改善指導 カイゼンシドウ								定常的に実施・公開 テイジョウテキジッシコウカイ		定期的に実施 テイキテキジッシ		規程あり、活用 キテイカツヨウ		一部で実施 イチブジッシ				規程無し キテイナ				4

						d		調達戦略、ｻﾌﾟﾗｲﾔ集約・開拓 チョウタツセンリャクシュウヤクカイタク								経営直結組織で実施 ケイエイチョッケツソシキジッシ		全社的な取り組み ゼンシャテキトク		目標設定し実施 モクヒョウセッテイジッシ		一部で実施 イチブジッシ				なし				3						14

				2		VE提案力 テイアンチカラ								図面通りでは　大幅ＣＤできない																		14		4		25

						a		目標値を実現するＶＡ提案力 モクヒョウチジツゲンテイアンチカラ								ﾉｳﾊｳ集の充実・改良 シュウジュウジツカイリョウ		設計部門と連携 セッケイブモンレンケイ		設計との協議可能 セッケイキョウギカノウ		VA提案できるが,,, テイアン				VA提案力なし テイアンチカラ				4

						b		Simulation解析の活用を連携・具体化								常時活用・連携 ジョウジカツヨウレンケイ		技術部門と連携 ギジュツブモンレンケイ		部分的に活用 ブブンテキカツヨウ		利用した事がある リヨウコト				Simulation解析認識なし ニンシキ				3

						c		事前品質検証ﾎﾟｲﾝﾄ・具体化を指示								ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化・充実 カジュウジツ		品質保証部門と連携 ヒンシツホショウブモンレンケイ		ポイント指示できる シジ		過去の問題整理 カコモンダイセイリ				品質企画不可 ヒンシツキカクフカ				4

						d		V.Erの継続的充実 ケイゾクテキジュウジツ								目標達成Solution可能 モクヒョウタッセイカノウ		折衝力研修・充実		V.Eｒ　定期的研修		VA,折衝研修規程有				動機付け困難 ドウキツコンナン				3						18

				3		価格査定力								グローバルなコスト査定力、目利き　　相対的なｺｽﾄﾀﾞｳﾝではなく　原価積み上げ絶対値で評価 ソウタイテキゲンカツアゼッタイチヒョウカ																		11		3		20

						a		外注品の　ｺｽﾄﾃｰﾌﾞﾙ試算活用 ガイチュウヒンシサンカツヨウ								ＤＢ定期更新改良 テイキコウシンカイリョウ		ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ化・活用 カカツヨウ		限定して利用 ゲンテイリヨウ		あるには　あるが,,,				なし				4

						b		購入品の　ｸﾛｽｶﾞｲﾄﾞ比較評価 コウニュウヒンヒカクヒョウカ								ＤＢ定期更新改良 テイキコウシンカイリョウ		ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ化・活用 カカツヨウ		主要品は整備 シュヨウヒンセイビ		古いﾓﾉがある フル				なし				3

						c		見積試算値実現の提案・現場指導								ｻﾌﾟﾗｲﾔ指導・協調 シドウキョウチョウ		ｴｷｽﾊﾟｰﾄ要請拡大 ヨウセイカクダイ		現場に入り込んでいる ゲンバハイコ		一部分可能 イチブブンカノウ				指導力なし シドウチカラ				2

						d		最新のﾃｸﾉﾛｼﾞｰを理解・活用具体化 グタイカ								DB化し更新活用 カコウシンカツヨウ		組織的に整備		ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ,ﾄﾚﾝﾄﾞDB		部分的に理解 ブブンテキリカイ				活用力なし カツヨウチカラ				2						11

				4		ものずくり理解 リカイ								ものずくりの機械・設備･金型・工程を理解・認識。　QC工程図活用した品質保証も重要。 キカイセツビカナガタコウテイリカイニンシキコウテイズカツヨウヒンシツホショウジュウヨウ																		15		4		15

						a		ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ材料・成型・金型 ザイリョウセイケイカナガタ								問題・改善指摘可 モンダイカイゼンシテキカ		材料・金型・機械熟知 ザイリョウカナガタキカイジュクチ		製造工順熟知 セイゾウコウジュンジュクチ		製造工順理解				材料・性状は理解				3

						b		金属材料・ﾌﾟﾚｽ・機械加工・金型治工具 キンゾクザイリョウキカイカコウカナガタナオコウグ								問題・改善指摘可 モンダイカイゼンシテキカ		材料・金型・機械熟知 ザイリョウカナガタキカイジュクチ		製造工順熟知 セイゾウコウジュンジュクチ		製造工順理解				材料・性状は理解				5

						c		表面処理加工・組立て ヒョウメンショリカコウクミタ								問題・改善指摘可 モンダイカイゼンシテキカ		材料・治具装置熟知 ザイリョウナオグソウチジュクチ		製造工順熟知 セイゾウコウジュンジュクチ		製造工順理解				種類・性状は理解 シュルイ				4

						d		電子装置組立て デンシソウチクミタ								問題・改善指摘可 モンダイカイゼンシテキカ		材料・治具装置熟知		製造工順熟知 セイゾウコウジュンジュクチ		製造工順理解				部品・性状は理解 ブヒン				3						11

				5		ﾅﾚｼﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ								"ﾉｳﾊｳの蓄積･共有化・徹底活用"が必須。　　情報が企業の生き残りを左右する テッテイカツヨウヒッスジョウホウキギョウイノコサユウ																		12		3		10

						a		ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄで蓄積・共有化・徹底活用 チクセキキョウユウカテッテイカツヨウ								90%以上.で実施 ジッシ		70%以上.で実施 イジョウジッシ		50%以上全社で実施 イジョウゼンシャジッシ		各工場、部門で実施 カクコウジョウブモンジッシ				実施されてない ジッシ				3

						b		電子データ化・体系化 デンシカタイケイカ								〃		〃		〃		〃				体系化無し タイケイカナ				3

						c		ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ標準化・活用 ヒョウジュンカカツヨウ								〃		〃		〃		〃				標準ﾌｫｰﾏｯﾄ無し ヒョウジュンナ				3

						d		基礎ﾃﾞｰﾀ（購入実績,資材予算,原価実績,,） コウニュウジッセキゲンカジッセキ								ｸﾞﾙｰﾌﾟで共有 キョウユウ		全社で共有 ゼンシャキョウユウ		資材予算、実績など シザイヨサンジッセキ		購入実績のみ コウニュウジッセキ				基礎ﾃﾞｰﾀ不備 キソフビ				3						6

				6		ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ								組織のカベを取り払って　真に無限の智恵を出し合うよう　ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ発揮 ハッキ																		14		4		10

						a		ｻﾌﾟﾗｲﾔ,技術部門,資材部門　3者の連携 ギジュツブモンシザイブモンシャレンケイ								ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ実施 ジッシ		設計部長も交渉同席 セッケイブチョウコウショウドウセキ		３者目標に向け協調 シャモクヒョウムキョウチョウ		共同でｸﾛｽｶﾞｲﾄﾞ作成 キョウドウサクセイ				ﾊﾞﾗﾊﾞﾗ、責任転嫁 セキニンテンカ				4

						b		営業部門,技術部門,資材部門　3者の連携 エイギョウブモンギジュツブモンシザイブモンシャレンケイ								商談に密接な連携 ショウダンミッセツレンケイ		重要商談の情報開示		主要顧客の声反映 シュヨウコキャクコエハンエイ		営業の情報一部公開 エイギョウジョウホウイチブコウカイ				営業の話信用されず エイギョウハナシシンヨウ				3

						c		ｻﾌﾟﾗｲﾔ,品保部門,資材部門　3者の連携 ヒンタモブモンシザイブモンシャレンケイ								事前の品質保証企画 ジゼンヒンシツホショウキカク		過去の品質問題ＤＢ有 カコヒンシツモンダイユウ		ｻﾝﾌﾟﾙ評価積極的		ｻﾌﾟﾗｲﾔの提案受入 テイアンウケイレ				品保厳しいのみ ヒンホキビ				4

						d		部品の共有化・共通化･部品点数削減 ブヒンキョウユウカキョウツウカブヒンテンスウサクゲン								具体的な目標明確 グタイテキモクヒョウメイカク		全社的な規程で実施 ゼンシャテキキテイジッシ		取り組んでいる トク		部分的に少々 ブブンテキショウショウ				取り組み無し トクナ				3						7

								24項目 コウモク				Copyright  Kimitoshi Yagi 　：Procurement  Innovation Research										配点補正荷重合計=		66.8						合計点		80		3.3		100



Solution  Provider



開発購買ｴﾝｼﾞﾆﾔ

		





評価システムの評価

		

												評価						ｻﾌﾟﾗｲﾔ評価ｼｽﾃﾑの評価　(参考) ヒョウカヒョウカサンコウ						Vol.B1.0ｇ

								1		ﾌｪｱな基準 キジュン		4														注意事項

								2		基準の公開 キジュンコウカイ		3				評価ｼｽﾃﾑ ヒョウカ								評価点数 ヒョウカテンスウ										”項目評価”に5点満点で評価記入

								3		結果の運用 ケッカウンヨウ		4												73										ﾌｫｰﾏｯﾄは変更しないで下さい。

								4		評価実務 ヒョウカジツム		4

								5		関係者共有 カンケイシャキョウユウ		4								長所を伸ばし　短所を改善し　能力を向上する。		　     更に向上するには　責任者コメント　署名↓ サラコウジョウセキニンシャショメイ

								6		ｾｷｭﾘﾃｲ		4				自己評価 と ジコヒョウカ

								7		形骸化対策 ケイガイカタイサク		3				更に良くするには→

																5 段階評価の判断基準														項目		合		特		配

				n						評価項目						5		4		3		2				1				評価		計		徴		点

				1		フェアな評価基準か？ ヒョウカキジュン																										11		3.7		20

						a		目的・コンセプトは明確か? モクテキメイカク								共益共創 キョウエキキョウソウ		ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ、信頼関係 シンライカンケイ		ISO9001対応 タイオウ		発注量変更 ハッチュウリョウヘンコウ				不明確 フメイカク				3

						b		評価項目は適正か？ ヒョウカコウモクテキセイ								QCDSEEM		QCDEM		QCDM		QCD				QD				4

						c		評価ﾚﾍﾞﾙ判定基準は妥当か？ ヒョウカハンテイキジュンダトウ								評価例の蓄積も ヒョウカレイチクセキ		妥当である ダトウ		判定基準ある ハンテイキジュン		少しい問題も スコモンダイ				担当者任せ タントウシャマカ				4						15

				2		評価基準の公開は　妥当か？ ヒョウカキジュンコウカイダトウ																										10		3.3		10

						a		評価基準はｻﾌﾟﾗｲﾔに公開しているか？ ヒョウカキジュンコウカイ								公開し意見も聴取 コウカイイケンチョウシュ		事前に公開し説明 ジゼンコウカイセツメイ		公開している コウカイ		要求あれば・・・ ヨウキュウ				公開しない コウカイ				3

						b		購買管理規程にリンクしているか？ コウバイカンリキテイ								正確にリンクし セイカク		ビルトイン		リンクしている		不明瞭 フメイリョウ				していない				4

						c		事前質問票は機能しているか ジゼンシツモンヒョウキノウ								強う認識して効果ある ツヨニンシキコウカ		認識して良い ニンシキヨ		事前送付している ジゼンソウフ		一部で送付 イチブソウフ				していない				3						7

				3		評価結果の運用　は良いか？ ヒョウカケッカウンヨウヨ																										16		4.0		20

						a		ｻﾌﾟﾗｲﾔは評価の重要性を認識しているるか？ ヒョウカジュウヨウセイニンシキ								強く認識されている ツヨニンシキ		良く認識されている		認識している		一部に認識不足				認識薄い				5

						b		ｻﾌﾟﾗｲﾔの改善計画が推進されているか？ カイゼンケイカクスイシン								かなり改善結果良い カイゼンケッカヨ		多くのｻﾌﾟﾗｲﾔで進んでいる オオスス		改善計画推進あり カイゼンケイカクスイシン		一部にあり イチブ				改善進まず カイゼンスス				4

						c		取引先再編成計画に反映されているか トリヒキサキサイヘンセイケイカクハンエイ								強く確実に反映 ツヨカクジツハンエイ		かなり良く反映 ヨハンエイ		反映されている ハンエイ		おおかたで反映 ハンエイ				あまり反映されてない ハンエイ				4

						d		サプライヤから異議・問題提起あるか イギモンダイテイキ								サプライヤも支持感謝 シジカンシャ		良いと評価 ヨヒョウカ		特にない トク		一部で不満 イチブフマン				要望多数ある ヨウボウタスウ				3						16

				4		評価実務に問題はないか？ ヒョウカジツムモンダイ																										11		3.6666666667		10

						a		評価の分担は適正か？ ヒョウカブンタンテキセイ								大いに協力的である オオキョウリョクテキ		協力的である キョウリョクテキ		品保・設計など分担 ヒンセッケイブンタン		一部の問題ある イチブモンダイ				なかなか対応困難 タイオウコンナン				3

						b		評価ﾃﾞｰﾀの収集方法は適性か？ ヒョウカシュウシュウホウホウテキセイ								自動収集プログラムあり ジドウシュウシュウ		協力的である キョウリョクテキ		概ね問題ない オオムモンダイ		一部の問題ある イチブモンダイ				データ収集に問題あり シュウシュウモンダイ				3

						ｃ		DBへのアクセス容易か ヨウイ								社内Web.24Hr OK シャナイ		容易である ヨウイ		問題ない モンダイ		大きな問題ない オオモンダイ				アクセス煩雑 ハンザツ				5						7

				5		関係者間の共有化は充分か？ カンケイシャカンキョウユウカジュウブン																										11		3.6666666667		15

						a		材種群別戦略会議で共有されているか ザイシュグンベツセンリャクカイギキョウユウ								必須情報として共有 ヒッスジョウホウキョウユウ		良く共有し議論する ヨキョウユウギロン		議論されている ギロン		部分的に共有 ブブンテキキョウユウ				あまり共有されてない キョウユウ				3

						b		設計部門に情報提供されているか セッケイブモンジョウホウテイキョウ								開発設計選定もに活用 カイハツセッケイセンテイカツヨウ		良く提供している ヨテイキョウ		必要に応じて提要 ヒツヨウオウテイヨウ		提供することがある テイキョウ				提供していない テイキョウ				5

						ｃ		品質保証部門に情報提供されているか ヒンシツホショウブモンジョウホウテイキョウ								開発設計選定もに活用 カイハツセッケイセンテイカツヨウ		良く提供している ヨテイキョウ		必要に応じて提要 ヒツヨウオウテイヨウ		提供することがある テイキョウ				提供していない テイキョウ				3						11

				6		セキュリテイ・更新は良いか? コウシンヨ																										11		3.6666666667		15

						a		利用者のアクセス権限は妥当か? リヨウシャケンゲンダトウ								明確に規定されている メイカクキテイ		海外拠点は権限なし カイガイキョテンケンゲン		妥当である ダトウ		一部に問題ある イチブモンダイ				妥当でない ダトウ				3

						b		評価結果データの更新が確実か ヒョウカケッカコウシンカクジツ								ﾎｽﾄ・ｺﾝﾝﾋﾟｭｰﾀ自動処理 ジドウショリ		ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ﾊﾞｯﾁ処理 ショリ		更新している コウシン		一部に問題ある イチブモンダイ				良くない ヨ				4

						c		旧のﾃﾞｰﾀ・原本管理は良いか? キュウゲンポンカンリヨ								確実に管理されている カクジツカンリ		管理されている カンリ		DB管理規定ある カンリキテイ		あいまいな点もある テン				良くない ヨ				4						11

																										良くない ヨ

				7		ｼｽﾃﾑの形骸化対策はされているか?？ ケイガイカタイサク																										9		3		10

						a		基準の定期見直しは行われているか？ キジュンテイキミナオオコナ								毎年定期的実施 マイネンテイキテキジッシ		2年ごとに実施 ネンジッシ		実施したことがある ジッシ		一部で実施した イチブジッシ				していない				3

						b		評価ｼｽﾃﾑの成果発表の機会はあるか? ヒョウカセイカハッピョウキカイ								毎年定期的実施		定期的実施 テイキテキジッシ		不定期だがある フテイキ		計画がある ケイカク				ない				3

						c		評価のレベリング・研修会の実施 ヒョウカケンシュウカイジッシ								毎年定期的実施 マイネンテイキテキジッシ		2年ごとに実施 ネンジッシ		実施したことがある ジッシ		一部で実施した イチブジッシ				していない				3						6

						1																配点補正荷重合計=		72.7						合計点		79				100

						2

						3
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評価システムの評価

		ﾌｪｱな基準

		基準の公開

		結果の運用

		評価実務

		関係者共有

		ｾｷｭﾘﾃｲ

		形骸化対策



サプライヤ評価ｼｽﾃﾑ

3.6666666667

3.3333333333

4

3.6666666667

3.6666666667

3.6666666667

3





① どの視点を 重視すべきか?  配点

FEB23,2003 J

Solution  Provider

Copyright  Kimitoshi Yagi ：Procurement  Innovation Research 9

何が重点かを提示し、
評価結果の特徴 強み・弱み
見える化も あると理解しやすい

サプライヤ評価 配点の例 評価結果の見える化 例

＊評価軸ごとの配点は簡単に変えられます。



① 評価結果の活用 討議・対策が容易です

FEB23,2003 J

Solution  Provider
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問題・課題の明確化・共有化
評価結果による 今後の対策・対話

立派な評価表より
評価を活かすこと

被評価者が自己診断
セルフ・マネジメント



② 連携・協創シート 簡単・便利です

NOV23,2016 D

Solution  Provider
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購買戦略

比較競合BMS連携・協創
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

コストドライバ集 コストダウンアイデア集

自分の脳で考える→関係者の脳で考える、
→会社の脳で考える→世の中の脳を結集・融合する

＊いずれも すぐ使える専用フォーマット済です

・・・

0301

0401

0206 0207

0402

コストダウンの
プラットフォーム

業界マップ

0302

・・・

0403

やらない言い訳
できない言い訳

やれる工夫

技談



12

② 連携・協創・共有 できます.

NOV23,2016 D

Solution  Provider
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購買は 使命を達成するために関係者に協力してもらう
購買は 知恵の融合反応の 触媒・リーダーに！

連携・協創するための プラットフォームがあると
価値創造でき、購買業務の生産性が高まります。

仕様書・図面の

取り次ぎ係
ではない！



13

② パートナシップ 連携・協創 のツールです.

NOV23,2016 D

Solution  Provider
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お互いに利益を得る Win-Win partnership

対立ではなく 共益・協創が仕事の基本
喜んで協力してもらうには どうやって？

手の内を見せ
合って お互い

の利益を！



14

② 設計と連携して 価値協創 必ずできる.

NOV23,2016 D

Solution  Provider
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頼られる購買、期待される購買

対立ではなく 連携・協創が仕事の基本
喜んで協力してもらうには、どうやって？

ほんとうに良い
提案なら！



15

② ｻﾌﾟﾗｲﾔと連携して 価値協創 必ずできる.

NOV23,2016 D

Solution  Provider
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お互いに利益を得る Win-Win partnership

対立ではなく 共益・協創が信頼を得る
喜んで協力してもらうには、どうやって？

確実に設計検討
対応するなら！



16

② 価値協創の 共有・横展開が 必ずできる.

NOV23,2016 D

Solution  Provider
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価値協創をカテゴリー（ジャンル）に横展開する

継続して 組織で活用に意義がある
知恵の蓄積・更新・共有化で 24Hどこでも活用

たかが、見える化のシートですが
DXやAIを見据える 知のインフラなのです。

データ がものをいう
情報が価値を生む！



③ ｺｽﾄﾃｰﾌﾞﾙ 簡単に作れて使える

FEB23,2006 C

Solution  Provider
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購入実績のコストレベルを知る
原価積上で知の融合 コストを動かす、人を動かす

プラ成形品

ｺｽﾄﾃｰﾌﾞﾙ原価積算型

ｺｽﾄﾃｰﾌﾞﾙ
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

ｺｽﾄﾃｰﾌﾞﾙ回帰型

板金加工 プレス加工

＊いずれも すぐ使える専用フォーマット済です

鋳物

502・・・

504

501

505

521
ロストワックス

523

506・507
スプリング

509

ダイキャスト

522

フォーミング

508

機械加工

511 0503
プリント基板

503
金型

601・・・

同じコンセプト
対象毎に微調整



③ ｺｽﾄﾃｰﾌﾞﾙ の使い分け
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詳細原価積上

現場ものづくりコストを考える
IEカイゼン、QC・VE・・・

購入実績レベルで考える
異常値発見、もっと安く・・・

コストを知る、コストを考える
コスト交渉、デザイン改良・・・

コスト
テーブル

回帰分析

原価積算

BMS競合
クロスガイド

POS14501-1

仕様・メーカー 現状メーカー 代替ﾒｰｶｰ１ 代替ﾒｰｶｰ2 代替ﾒｰｶｰ3 代替ﾒｰｶｰ4

1 型式 SCK78P122D805K-01 試作検討図 MMHｼﾘｰｽﾞ 試作検討図

2 定格電圧 1200V 1200V 1200V 1200V 1200V

3 静電容量  (+- 20%) 8μF 8μF 8μF 8μF 8μF

4 誘電正接 0.001%以下 ﾒｰｶｰ規格による ← ← ←

5 実効電流値 ２６Ａ ２６Ａ ２６Ａ ２６Ａ ２６Ａ

6 対電圧(端子間) 1800VDC(10秒間) 1800VDC(10秒間) 1800VDC(10秒間) 1800VDC(10秒間) 1800VDC(10秒間)

7 絶縁抵抗(端子間) 1500ＭΩ以上 1500ＭΩ以上 1500ＭΩ以上 1500ＭΩ以上 1500ＭΩ以上

8 使用温度範囲 ﾏｲﾅｽ25°C～80°C

9 相対湿度 85%以下

# 最大外形寸法(単位mm) 99×85×56 90X160X53 66X94.4X99

# その他

#  

# 現状実績価格  

# 目標価格 1,425 1,425 1,425 1,425 1,425

# 提案見積価格 1,300 1,400 3,680  
網かけ部分が主要な仕様。この数値同等かそれ以上が望ましい。   数量: 1,008個
コメント、交渉経過 1  現状単価の@3850 はロット100個の見積

2 ニチコン  1/14 打合せ,指月電機  1/14 打合せ, ニチケミ  1/16 打合せ済。
3 指月→1425可能性あり。金型費は指月標準仕様とできるか検討。ﾆﾁｺﾝは標準ﾊﾟｯｹｰｼﾞにて検討。1/22迄。
4 ﾏﾙｺﾝ→電圧、容量ﾀﾞｳﾝにて検討。1/22迄。
5 指月のｹｰｽは標準登録する。金型費不要。1/22.
6 ニチコン再回答 2/3
7 双信 最終打合せ 2/3,12,13 上記価格提示。決定方向。複数のコストを比較する

サプライヤ・工法・デザイン競合・・・

redefinition

コストの
根拠示す

入力項目

約1~4

約6~7

約10~20

約10



③ ｺｽﾄﾃｰﾌﾞﾙ いつでも・どこでも

原価の見える化
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実績ベース
説得力ある

でも もっと安く！

だれでも・簡単・便利

詳細原価積上
ものづくり現場
工程設計要！

Visual basic Excel function Excel 

原価積算
技術の裏付け
入力少なく！

ものづくりIE・VE

more useful



③ 回帰型 相関での回帰分析

ﾌﾟﾚｽの層別

ﾌﾟﾚｽ

A

43%

ﾌﾟﾚｽ

B

30%

ﾌﾟﾚｽ

D

8%
ﾌﾟﾚｽ

C

19% A
B
C

FEB23,2006 A

Solution  Provider

Copyright  Kimitoshi Yagi ：Procurement  Innovation Research

さらに類別し
相関を得る

実績データを
取り込む

・T: タイプ ex:バイク・SUV・EV
・G: グレード ex:高級・標準・簡易形
・C: キャパシテイ ex:大型・小型・超小型

ごちゃまぜでは、相関しない！

focus on TGC



③ 回帰分析による コストテーブル の構成
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見積もり
条件入力

・試算 購入実績の
コストドライバ

回帰分析の
相関グラフ

購入実績

・データでものを言う data driven
・更新・改良が簡単 excel architecture
・いつでも・だれでも・どこでも ubiquitous   DX 

Platform

template



③ 原価積算の 原価計算手順

Solution  Provider
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cost
algorithm

・材料費は 単位当り単価と使用量で計算

・加工費は 機械の能力と種類や加工時間で計算
特徴や数値で加工時間を調整

・管理費や利益は ロットの係数で計算

材料費、加工費、管理費、利益を計算する

入力
ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ ｺｽﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞで

自動判断し計算
工程設計は不要

出力
計算結果

・見積もりの標準化・共有化できる cost algorithm
・設備・加工時間など自動判断できる easy-to-use

cost driver



③ 積算コストテーブル の基本構成
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Platform

3つのエリア 入力、出力（計算結果）、データ（4分類）

ロストワックス鋳造 メモ データは仮のものです！実際の数字を入力願います。 2021/12/15 V2.0A 0508R
入力 ↓

1 材料は SKD 材料名、数字は変えられます。 かさ体積 賃率 ﾂﾘｰ
2 重量は 0.35 　  kg 材料 \/kg 比重 熔解鋳込み  ㎤ sec/個 \/h sec/個 枠番
3 かさ容積は 300      ㎤ S45C 90 7.9 1 10 34 2,400 25 1
4 中子は あり SCM415 100 7.9 1 30 38 2,400 28 1
5 形状複雑さ やさしい SKD 90 7.9 1 100 44 2,500 30 1
6 表面処理 焼き入れ SCS13 120 7.9 1 300 53 2,500 35 1
7 手配ロット 500      個 SCH13 140 7.9 1 500 64 2,500 40 2

1000 75 2,500 50 2

計算結果 AC4CT6 250 2.7 2 1,500 86 2,700 60 2

材料費 46.31 AC7A 250 2.7 2 2,000 100 2,700 70 3

加工費 373.02 ZDC2 190 2.9 2 3,000 110 2,700 90 3

管理費 62.90 BS CAC302 600 5.3 3 5,000 130 2,700 100 3

利益 71.29 BC CAC403 600 6.5 3 ツリー枠番 ㎤ 容積  ㎤ 湯口

単価  \ 553.52 参考　\/kg→ 1,581.5 PBC CAC502B 800 8.5 3 表面処理 \/kg 1 7,800 500

LBC CAC603 850 8.5 3 なし 0 2 10,000 700

タフトライド 260 3 12,000 1000

材料費 \/個 材料費/\k 比重 材重kg ツリー枠番 手配ロット 管理費 利益 焼き入れ 450 熔解鋳込 \/kg 参考推測

46.31 90 7.9 0.350 1 1 1.00 1.00 アルマイト 200 1 300 技術進歩

かさ面積 2,500 ←賃率\/h 湯口 kg/個 ツリー/個 5 0.40 0.35 アロジン 200 2 230 自動化 3

300.0 ツリ組立 仕上検査 0.165 7,800 10 0.20 0.20 亜鉛メッキ 120 3 330 高速化 3

53 35 450 500 湯口 50 0.18 0.18 その他 200 4 260 複合化 1

40.49 20.66 157.50 24.0 個/Tr 100 0.16 0.17 形状の複雑さ 中子 係数 精度向上 3

加工費￥/個 溶解鋳込\ 1 材料係数 1.10 中子 500 0.15 0.17 やさしい 0.85 なし 1.00 段取即換 3

373.02 154.4 300 溶解鋳込み 0.85 形状 1,000 0.15 0.15 一般的 1.00 あり 1.10 CAD/CA 3

管理費係数 利益係数 管理費 利益 2,000 0.15 0.15 複雑 1.10 複雑 1.20 材料即応 3

0.15 0.17 62.9 71.3 5,000 0.13 0.15 特殊 1.30 特殊 1.30 NC/IOT 2

仕上費
検査費

ろう成形
ﾂﾘｰ組立

材料費
8%

加工費
68%

管理費
11%

利益
13%

ロストワックス鋳造

条件入力
７項目

計算結果
材料費
加工費
管理費
利益

材料別
単位単価

管理費
係数

機械別
賃率、時間

加工
係数

・根拠明確・見える化 reasonable cost
・更新・改良が簡単 excel architecture
・いつでも・だれでも・どこでも ubiquitous   DX 

template



③ 積算型コストテーブル 使い方 例
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見積もり
条件入力

試算結果
原価構成

..
原価構成
円グラフ

24

入力
1．材料選択 プルダウン

2. 重量 入力 gr
3. 投影面積 プルダウン

4．金型ｹ数取り(ｹ)  プルダウン

5．最大肉厚み プルダウン

6．手配ロット プルダウン選択

計算結果
1．原価構成別
2．原価構成グラフ

input/output
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